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参考資料1 大津市の概要 

本市の人口 

(1) 人口の推移 

本市の人口は、昭和 15 年以降、増加傾向（市町村合併もあり）で推移してきましたが、近年は

横ばい傾向にあります。なお、令和 8年 3 月時点の人口は、342,997人（総世帯数：160,235世帯）

となっています。 

人口の将来推計では、減少傾向で推移していくことが見込まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：大津市総合計画第 3 期実行計画（令和 7 年 3 月） 

図 1 人口の将来推計 
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(2) 本公園の周辺人口 

本公園周辺の人口分布図は以下の通りです。 

狭域では、本公園の最寄り駅である JR 湖西線「大津京駅」および京阪石山坂本線「近江神宮

前駅」の周辺に人口が集積しています。 

また、広域では、半径 10 ㎞圏内には本市の中心市街地が位置する他、10～50 ㎞圏内には京都府

及び大阪府内の主要な人口集積地が広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地域経済分析システム RESAS ウェブサイト 

図 2 公園周辺の人口分布（狭域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：地域経済分析システム RESAS ウェブサイト 

図 3 公園周辺の人口分布（広域） 
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市内の観光資源 

大津市には、日本最大の湖、琵琶湖の雄大な自然と、千二百年の歴史が息づく古都の趣が調和

しており、世界遺産の寺社から絶景、そして多彩な体験まで、訪れる人々を飽きさせない豊かな

観光資源が多くあります。 

強み 1 大津観光の中心となるオンリーワンの「琵琶湖」  

琵琶湖は市民の暮らしを支え育む重要な水資源であるととも

に、本市観光の中心にして圧倒的な観光資源でもあり、本市を旅

行先として選ぶ理由の第 1 位となっています。 

また、琵琶湖と関連した湖岸の景観スポットやウォーターアク

ティビティなども人気を集めています。 

強み 2 時代を超えて受け継がれ続ける歴史文化  

市内には世界遺産・比叡山延暦寺をはじめとした由緒ある寺社

が多く存在するほか、大津京、坂本城跡、琵琶湖疏水といった歴

史的な名所旧跡も多くあります。また、百人一首や源氏物語、松

尾芭蕉といった文学にゆかりの深い場所も多く、地域に根差した

祭や大津絵、和菓子、温泉旅館など日本の文化を体験することが

できます。 

強み 3 四季を感じながら満喫できる豊かな自然  

琵琶湖だけでなく、比叡山や比良山系、瀬田川など豊かな自然

に囲まれていることも本市の魅力として高く評価されています。

自転車でびわ湖を一周するビワイチ、SUP やカヤックなどのウ

ォーターアクティビティ、比良・比叡での山歩きやキャンプ・グ

ランピング、スキーといった自然アクティビティが楽しめるほ

か、寺社の境内など市内各所で桜や紅葉など四季を感じることが

できます。 

強み 4 周辺大都市からアクセスしやすいロケーション  

国際的な観光都市である京都から鉄道で 2 駅 9 分であり、大

阪や神戸、名古屋といった大都市圏からの距離も近く、JR、京阪

電鉄、名神高速道路、湖西道路、国道 1 号など、交通インフラが

充実し、アクセスしやすいことが、旅行先として本市が選ばれる

理由の一つとなっています。また、大規模ホテルから温泉旅館ま

で様々な種別の宿泊施設があり、大都市から近い宿泊地としても

評価されています。 

出典：第 4 期大津市観光交流基本計画（令和 8 年）  

（参照 URL https://www.city.otsu.lg.jp/soshiki/025/1604/g/keikaku/74152.html） 
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参考資料2 本公園の概要 

本公園の立地 

本公園は、名神高速道路（大津 IC）から車で約 15 分と、大阪・京都・神戸（近畿圏）、名古

屋（中京圏）、北陸といった広域からのアクセスに優れています。また、公共交通機関をご利用

の場合も、JR 湖西線「大津京駅」（年間乗降者数約 660 万人）および京阪石山坂本線「近江神宮

前駅」（年間乗降者数約 4.8 万人）からそれぞれ徒歩約 15 分と、駅からの利便性も良好です。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 本公園の立地 
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本公園の主な施設 

本公園の主な施設は以下の通りとなっています。 

  

図 5 びわ湖大津館 図 6 びわ湖大津館 

  

図 7 英国式庭園 図 8 英国式庭園（チャペル内） 

  

図 9 多目的広場 図 10 柳が崎湖畔公園港 

  

図 11 砂浜（河川区域） 図 12 回遊園路（河川区域） 

  

図 13 駐車場 図 14 精算機・トイレ   
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参考資料3 びわ湖大津館の概要 

びわ湖大津館の各諸室の特徴及び概要については以下のとおりとなります。 

 

出典：びわ湖大津館 建物のご案内 パンフレット 

図 15 びわ湖大津館の概要 
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図 16 多目的ホール「桃山」 図 17 階段（エントランス付近） 

  

図 18 ギフトショップ 図 19 レストラン（屋外テラス） 

  

図 20 会議室 図 21 廊下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 22 2F 展望テラスからの眺望 図 23 厨房 

（参照 URL https://biwako-otsukan.jp/goannai.php） 
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参考資料4 英国式庭園（イングリッシュガーデン）の概要 

英国式庭園（イングリッシュガーデン）は、びわ湖大津館に隣接し、約 5,900 ㎡の広大な敷地

内の四季折々の花々が楽しめる施設です。特に薔薇（県下最大級、約 300 種 3,000 株）の開花

時期である 5 月・6 月は多くの来場者がおり、湖上をわたる爽やかな風と優しい花の香りを体一杯

に感じながら、こころ華やぐガーデンウォークが楽しめる施設となっています。 

また、敷地内には、チャペルも併設されており、年に数回の挙式が行われています。 

表 1 英国式庭園の概要 

 英国式庭園（イングリッシュガーデン） 

敷地面積 5,900 ㎡ 

主要施設 
グラベルガーデン、ボーダーガーデン、ノットガーデン、ランドスケープガーデン、 

チャペル、トイレ、管理棟 

利用時間 
3 月～11 月 9:00〜17:00 

※入園は閉園時間の 30 分前迄 ※12 月〜2 月は冬期休園 

利用料金 

・大人（高校生以上）：330 円/人 

・小・中学生・65 歳以上・障害者等：160 円/人 

・未就学児：無料 

・団体（15 名以上）：大人：260 円/人、小・中学生,65 歳以上・障害者等：130 円/人 

・回数券（11 枚綴）：大人：3,300 円、小・中学生,65 歳以上・障害者等：1,650 円 

・年間パスポート ：大人：1,650 円/年、小・中学生,65 歳以上・障害者等：820 円/年 

           家族大人 4 人または大人 3 人・小人 2 人：5,940 円/年 

出典：びわ湖大津館 HP より 

（参照 URL https://biwako-otsukan.jp/englishgarden.php） 

図 24 英国式庭園の概要 
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参考資料5 使用料・占用料の目安 

本事業における使用料・占用料の目安は以下の通りとします。 

なお、以下の条件は、大津市都市公園条例や本市内類似事例での実績等に基づく目安であるため、

あくまでも参考としてご検討ください。 

公募時の使用料・占用料の条件等は、本サウンディング調査の結果等を踏まえ、今後設定し

ていく予定です。 

 

公募対象公園施設の使用料の目安 

公募対象公園施設の使用料の目安は以下の通りとします。 

なお、「公園施設を管理する場合」の使用料は、現時点でのびわ湖大津館の仮評価額をもとに

試算した想定額になります。実際の金額と乖離が生じる場合がありますので、あくまでも参考ま

でにご確認ください。 

表 2 使用料の目安 

 

 

 

 

 

 

利便増進施設を設置する場合の占用料の目安 

利便増進施設を設置する場合の占用料の目安は以下の通りとします。 

 

 

 

＜参考：現行の指定管理料水準について＞ 

現時点で本事業における指定管理料の目安は未定ですが、参考として現行の指定管理業務に

おける基準費用を以下に示します。 

 

 

 

 

 

  

公募対象公園施設の使用料の目安 使用料 

公園施設を設ける場合 2,210 円／㎡・年 

公園施設（びわ湖大津館）を管理する場合 
年額：12,000,000 円 

（月額：1,000,000 円） 

占用料の目安 2,210 円／㎡・年 

指定期間 令和 4 年 4 月１日から令和 9 年 3 月 31 日 

基準費用 【5 年間総額】222,235 千円（消費税及び地方消費税を含む） 
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参考資料6 本公園の利用状況 

びわ湖大津館等の利用者数の推移 

びわ湖大津館等の直近（平成 27 年度から令和 7 年度まで）の利用者数の推移については以下

の通りです。 

・ コロナ禍以降、利用者は個人・団体ツアーともに緩やかに回復傾向。 

令和 7年度は映画ロケ地の効果もあり、大きく回復している。 

・ 英国式庭園、売店の利用は団体ツアーの回復とともに増加傾向。 

・ 婚礼の利用は、披露宴会機会の減少とともに減少傾向。 

・ 下記データ以外の情報として、多目的ホール及び会議室は市内利用者が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※駐車場は利用台数、売店はレジ取引回数を示す。 

図 25 利用者数の推移 
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携帯位置情報データを活用した本公園への来訪者の傾向 

携帯位置情報データにおける、直近 1 年間（令和 7 年 4 月～令和 8 年 3 月）の本公園（びわ

湖大津館を含む公園区域全体）への来訪者の傾向は以下の通りです。 

 

(1) 来訪者の年代別の傾向 

直近 1 年間の年代別（男女別）の来訪者の傾向は以下の通りです。 

・ 来訪者の年代は、70歳以上が最も多く、次いで 60代及び 40代の来訪者が多い。 

・ 男女別では概ね同様の来訪者数となるが、70歳以上は女性が男性の 2倍以上となる。 

 

図 26 年代別（男女別）の来訪者（直近 1 年間） 

 

(2) 来訪者の月別の傾向 

直近 1 年間の月別（平日・祝休日別）の来訪者の傾向は以下の通りです。 

・ 月別の来訪者の傾向として、5月～6月(英国式庭園（イングリッシュガーデン）のバラ

の開花時期)及び 12 月の来訪者が多く、次いで夏季～秋季（8 月,9 月,10 月,11 月）の

来訪者が多い傾向にある。 

・ 一方で、冬季（1月,2月）は来訪者が少ない傾向にある。 

・ 平日・祝休日別では、祝休日よりも平日の来訪者が多い傾向にある。 

  

図 27 月別（平日・祝休日別）の来訪者（直近 1 年間）  
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(3) 来訪者の居住地の傾向 

来訪者の居住地について、市町村別の傾向は以下の通りです。 

・ 市町村別の来訪者の居住地は、大津市内が最も多く、次いで隣接する草津市（滋賀県）

や、尼崎市（兵庫県）、京都市（京都府）等に居住する来訪者が多い。 

・ 広域からの来訪者として、関西圏各地の市町村や、愛知県や岐阜県の西部の居住者も来訪

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 28 来訪者の居住地（上位 20 市町村）（直近 1 年間） 

 

 

参考：携帯位置情報データ（KDDIロケーションアナライザー） 

※着色が濃い市町村：その地域からの来訪者が特に多いことを示します 

図 29 来訪者の居住地（市町村別）の傾向（直近 1 年間） 
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参考資料7 本公園の周辺道路交通量 

本公園の周辺道路における昼間 12 時間自動車類交通量（上下合計）は以下の通りです。 

本公園に隣接する県道 558 号は地域の主要幹線道路であり、令和 3 年度の昼間 12 時間自動車類交通量は 16,312 台/12h となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：全国道路・街路交通情勢調査 

図 30 昼間 12 時間自動車類交通量（上下合計） 
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参考資料8 大津市の観光動向 

観光入込客数  

本市の観光入込客数の状況は以下の通りです。 

・ 観光入込客は増加傾向で推移しており、令和 6年には約 1,132万人となっている。 

・ 月別で見ると 8月が特に多い傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：滋賀県観光入込客統計調査書 

図 31 観光入込客数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：滋賀県観光入込客統計調査書 

図 32 月別観光入込客数推移 
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観光目的別観光入込客の内訳 

本市の観光目的別観光入込客の内訳は以下の通りです。 

・ 令和 6年度の観光目的別観光客では、「歴史（20.4％）」が最も多く、次いで「行祭事・

イベント（8.2％）、公園・テーマパーク等（7.9％）」が多くなっている。 

※その他（36.3％）を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：滋賀県観光入込客統計調査書 

図 33 観光目的別観光入込客の内訳（R6 年度） 
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